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 就活クエスト in OSAKA 2023 

第 2 回 若手起業家のキャリア見聞録 実施報告 

 

１.事業趣旨 

本プログラムを通じて、バラエティに富んだ体験・成長のための表現（アウトプット）機会を提供し、学生にお

ける学修の深化および新たな学習意欲、そして低年次より自己の職業適性や将来設計について考える機

会を提供する。それにより、将来に対する選択肢の増幅および多角的・俯瞰的視点の獲得、自己理解に基

づく主体的な職業選択や高い職業意識の涵養をはかり、ひいては自主性・独創性あるグローカル人材の

育成に貢献することを目指す。また、大阪商工会議所との連携のもと、プログラムを通じて学生が大阪の

産業構造を知り、府内の中小企業の魅力に触れる機会を提供する。 

 

２.プログラム概要 

日程・会場 プログラム 内容 

2 月 26 日（月） 

13：00～16：00 

 

 

キャンパスポート大阪 ・プログラム趣旨説明 

・起業家講演「起業のリアル」 

・質疑応答 

・グループワーク「自分らしい働き方ってなんだろう」 

発表・フィードバック 

・総括 

・参加証授与 

 

３. 講演概要 

■一般社団法人 Re-Generation 理事 山本 颯人氏 

大学ではビルマ語を専攻し、在学中にミャンマーでの長期インターンや新規事業系

コンサルベンチャーでの長期インターンに従事した。大学卒業後は大手企業に勤務

しながら、副業として一般社団法人 Re-Generation を創設し、「Z 世代・アンダー30

×産官学民」で、若者の視点と大人世代の専門性・現場感を掛け合わせて磨き上

げていくワークショップの企画・運営をしている。 

学生時代の経験から、他の人が躊躇する領域に挑戦することに価値を見出してき

たため、「分からない領域へ挑戦できること、事業経営を近くで経験できること、+α
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に挑戦する余裕が持てること」を意識しながら就職活動を行った。このように、自身が何に重きをおいている

のかを探って意識することで、就活時の職業選択に役立てることができる。 

サラリーマンとして就職した後、自己研鑽のため勉強していた姿が偶然、現在の共同創業者の目に留まり、

声をかけられたのがきっかけで起業することになった。サラリーマンと起業家を兼業することで、それぞれの

メリット・デメリットを体験できており、毎日が刺激的で充実している。 

自身が歩みたいキャリアと現実を見つめながら戦略的に行動した結果、望んだ環境を獲得できた。言動と

行動を一致させていれば、成果は自ずと出てくると信じている。今後、皆さんも色々と迷うことがあるかと思

うが、迷う前に前へ向かって行動することが重要だと思う。 

 

 

■株式会社アクコム 代表取締役 宮田 祈氏 

大学では通信工学を専攻し、大学院では生産管理を専攻した。学部 3

年時にスマート農業向けの IoT デバイスを開発して起業し、関西の学

生向けビジネスコンテストで最優秀賞を受賞したが、コロナ禍と半導体

不足、共同起業者との金銭トラブルにより事業の継続を断念した。修士

1 年時からは、改めて現在代表取締役を務める株式会社アクコムを起

業し、中小企業と学生をマッチングする産学ラボを立ち上げたが、その

会社も諸事情によりまもなく解散する予定。これらの経験をもとに、起

業家として得られた教訓を皆さんにお伝えしたいと思う。 

起業するための鉄則１つ目は、適切な制度を選ぶこと。「起業＝株式会社」とは限らず、商業活動には必ず

しも法人の設立が必要ではなく、個人事業主でも対応可能なケースが多い。また、法人は設立・解散時に

費用が必要となり、手続きも煩雑なため、まずは個人事業主から開始し、その後法人化する方法を勧めた

い。他にも、LLP（有限法人事業者組合）といった複数の個人事業主（あるいは法人）との共同事業で利用で

きる制度もある。自身の状況にあわせ、適切な制度を選択することが重要だろう。 

鉄則２つ目は、お金の流れを把握すること。商業活動では出費を何度も繰り返すため、最終的に「残したい

お金」を決めてから売上目標を決定し、出費を削減する努力が必要。また、出費抑制に有効な技術やサー

ピスは顧客へのアプローチとしても有効であり、ビジネスプランの一つにもなると思う。 

 

４．グループワーク（概要） 

ワークシート（下図参照）を用いて、「自分らしい働き方ってなんだろう」をテーマにグループワークを行った。

講演について感じたことや考えたことを共有し、自分の過去を振り返った後に、理想の社会やなりたい自分

について考えることで、今後のキャリア選択や働き方の価値観等を考えるきっかけとした。 
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５．当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．参加者アンケート  

別紙のとおり  



4

1

0

0

・講演がよかった。

・起業のことがたくさんわかった。

・初めて会った人と意見交換をして、色々な考え方に触れることができたから。

・起業という選択肢もあるなと思い、ふわっとした感じで参加したが、リアルな起業エピソードに驚きが多く、とても満足いくものだった。

・起業するにあたってやることや、起業してからできることについて色々と話してくれたから。また、私の理想の会社や、社長になった

　場合の会社の運営希望についての議論が深まった。

3

2

0

0

２．今後のキャリア選択に役立つか

就活クエスト in OSAKA 2023　第２回  参加者アンケート

参加者数　4大学 5名（回答者数 5名、回答率100.0％）

１．プログラム全体の満足度

満足

概ね満足

満足できない点があった

不満

上記と回答した理由

【満足】

【概ね満足】

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

（単位：名）

（単位：名）

満足
80.0%

概ね満足
20.0%

プログラム全体の満足度

そう思う
60.0%どちらかといえば

そう思う
40.0%

今後のキャリア選択に役立つか

（単位：名）
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３．各プログラムについて
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・話を聞いていて新たな発見があった。

・起業の経験をたくさん共有してもらった。

・実際に起業した方の話を聞くことができて、すごく参考になった。

・良いエピソード、悪いエピソードの両方が満載で、起業がいつでもどのタイミングでもできるということが新鮮だった。

・私は生まれた頃から体に不自由があって車椅子に乗っている中で、起業したいかどうかよく検討するうえで参考になった。

2

3

0

0

・意見交換ができるのはすごく大事だと思ったし、改めて自分のことについて知るきっかけにもなったから。

・起業がテーマだったので、これまでの層とは違う人達で、その価値観に触れることができて良かったなと思う。

・意見交換は大切だと感じた。

・他の方の経験を教えてもらった。

・誰かが幸せになることか、自分がものを作ったことが高い価値を感じるかについての議論が深まったから。

・起業した場合に意外と余暇時間が少ないと感じた。

概ね参考になった

（１）起業家講演について

参考になった

概ね参考になった

あまり参考にならなかった

参考にならなかった

（２）グループワークについて

参考になった

上記と回答した理由

【参考になった】

【参考になった】

【概ね参考になった】

４．その他、プログラムの感想・意見

あまり参考にならなかった

参考にならなかった

上記と回答した理由

（単位：名）

参考に

なった
100.0%

起業家講演について

（単位：名）

参考に

なった
40.0%

概ね参考になった
60.0%

グループワークについて
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